
沿岸漁海況についての予察と茨城県
春網定置について

1　緒　　　言
松　村　建　書

沿岸漁況に関係をもつ海況要因は窪めて複雑多岐である事は論を侯たたレ。例言すれば外海にかける海

流の強乱流軸の変遷など又これらに派生する直鼠間接に影響をもつ種々なる事象席摸する環境要因の

中で特に本県沿岸包辟魚イナダを抽出しその被影響要因との研究の多面性仁｝一一半を幾つかの要因デークー

の数列化と既在の研究デークーとの比較検討により本魚種の本年匿の沿岸回辟経路解明への－ステップが

得られるものと思考する。

又環境要因解析には．多角的視覚が必要とされるがここでは若干の要素だけを一応抽出し，その問題点

の概況を要約した。

尚本資料取極めについて資料の提供を仰いだ関係，各組合i農林省茨城県統合事務所関係者各位の御協

力に対し深謝の意を表する次第である○

2　海　況　概　況

（1）大洗正東観測値の過去50年（昭和元年～50年）径年変化曲線と沿岸指導船tときわ．の定期海洋

観測結果（大洗正東25浬）の昭和54年と55年との水温鉛直分机　TSダイヤグラムを供賢し．本

県沿岸海況解析への手がか少とした。同大洗正東観測水温鉛直分布より昭和55年度の5月下旬より8

月に於いてイナダの輝泳層軋水深10－25m風水温は巨岸5浬～5浬～12浬が棲息水帯と思考

される。

昭和54年と同期を比較し，適温帯の巾が広範囲となってお力，又TSダイヤグラムよりして昨年同

期の占～7月までの水深同層の塩素量18＿50～18．9％。水温150～15℃一位で両層共水温差．塩

素量の較差が割合少く全般的に棲息水温帯が巾狭く巨岸2～5浬～8浬位と回辟層が集中している傾向

がうかがわれる。かえれみて昭和55年は概要前記のどとく5－占月両層は水温150～17C．塩素

量15．40～1900％。と広範囲に分布して，特に水深の上下層と水平距離較差が大きく．又昭和54

年度が集中的であるのに比較し，昭和55年度のそれはよ少押し鉱がつている状態であろう。
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これは本県沖合に定常化して流布する．黒潮本流ユタ派生する．環流が5月後半頃より割合強く影響し

・た結果では在かろうか。（参照昭和元年～50年までの経年変化曲線）

なお昭和54年同期に比較し本県沿岸の流水に環流する犬吠岬への流派が寒流系水帯の梢々強勢の為め

沿岸を離れ流布したので割合沖合までイナダの適温帯がよう広がったものと推察される。

（21既存研究デークーよりしてブリ類漁況を済繹出来る塩素鼠鉛直分布状況には或る種の憤向型がある

ものと思考されるので．一応傾向的把短の為め次のいくつかのモデル型を要約した。

糾　多漁獲と思考される傾向型

川　沿岸水が漁場に流布し，その沿岸水が漁場から去り同時に外洋水が漁場に接岸して突込んで居る

場合（Fig1－A）
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Figl　鉛直分布代表型　C上の重電分布



上の場合1臥40～1“0％0以下場合の沿岸水が漁鰯盈通過し・18・70～1880

上の沿岸水及び接岸外洋水が脚雛残りしかも1900％0以上の外洋水が突込んでいる紬

「ぅ18朋％○以下の沿岸如酎灯層醐混合している所へ外洋水が漁場に接岸しその

沿岸水（18・50％0以下）と楢水（用00％0以上）との不連続齢漁那位置した

目5m以那18・9％0以下の沿岸郎離して・それより下層裾…－仰0％0

外洋水が突込んでいる場合（Fig2－B）

J大洗五条∫東面W、丁　Ⅱ大洗五泉加／”仇層∨・T

∬大洗正東j政面眈丁　町3∫年（ほ皿比較）

Fig2　C上の垂直分布
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l切　寡少漁獲と思考される傾向型

川　塩素量の18．90％0以下の沿岸水の漁場に流布して外洋水の突込みがなかった場合（Fig1

－B）

これらの事から済綽出来ること吼　同じ塩素量の沿岸水が．同じ水深にある場合でも沿岸水塊の

塩素量の鉛直分布の塾及び沿岸水塊の移動方向充どにより漁の豊区が決定される‥ものと思考される。

即ち沿岸水が通過して外洋水の突込みがある場合に好漁がもたらされ．■又水塊の移動変化の浸し1

場合よりも移動変化のある場合の方に漁が好く，就中水塊の移動の急激に行われる場合の方が徐々

に行われる場合エわも好漁が期待出来るのではないかと思われる。又長期間の降雨で沿岸水が徐々

に下層まで拡散混合しつゝある場合で，外洋水の突込みのない場合には大した漁の期待は出来ない

のではをいかと思考する。

3　漁　況　概　況

（1）供資材料精乾．吟味と漁況演緯

本項を纏めるに当り相対的な資源量と漁獲強度の変動の実射巴瞳の為め，昭和54年度と55豪産の

イナダ漁獲量を各港水場月報から抽出利用し，これより一定期間内つま少一ケ月の漁獲量をY．努力量

をⅩ，漁場の面横（これは本年‘月1日より実施の沿岸漁海況連絡資料により沿岸を約1浬平方の升目

で区切＝升目を単位として，算出したもの）をA，資源量指数をPとして■AX芸を算出した0

ここではPを漁場利用曲線として別添し，この裏は資料として会瀬定置水揚統計を使用した。又同月報

から堀口54年と昭和55年同期の蜘資料よ積を算出し一次的漁況曲雛作成し・前記指数曲線

とを比蜃検討した結果．昭和55年度のイナダの接岸回鰐には前項海況条件は決して（負）の要素とは

なって居ないと思考される0

潮流向と漁獲との相関について

但単位二回数
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会瀬定置に於ける流向推移（昭和55年監）（但し数字は回数）

しかし浄泳層が広範に亘るために昭和54年度に比較し．エ少敬慢な単体約回溝をしたのではないかと

レう傾向が推察される。これは昭和55年7月中旬額づでイナダ流網に従漁した業者各位は経験された

かと思考され割合良い漁獲を奉げた。この点広範囲を単体潜泳群に対し水面を立体的により広く，又長

く使用した結果ではなかったろうか。敢怪的な漁に対し辛棒強く7月中旬頃まで従漁した業者各位の態

勢は賢明であった。これは前記指数Pの昭和54年度に上と寂し，昭和55年度は2倍強となっておれ

呑み会瀬定置水場統計資料中イナダの数量も．昭和54年度を相当上廻っている事でも黒姫可能である。

（2）漁場両横AKついては沿岸漁海況連絡資料によったので若干楕匿を欠くきらいもあるが．傾向的様相

把握の為め利用した。

実際には漁場の中で好漁した船があると．他の船も其処に集中する．つまむ魚群の高密度のところで

は漁船数も多く，努力量も多くなる結果漁場全体として見る飴妄哺度の高い場所の値となってし

まう【全体の平均値より大きく走る鮭果）。すなわちこれらの欠陥をおいても頼向把握の方法論として

ある程度看過出来るものと思考する。

（3）ブリ類北上国雄状況の検定材料としてFiglとFig　2を供資した。これらよりすると．Fig　2

忙於いて会瀬／平潟（本県内定置漁業経営に於いて．割合格好の漁獲を挙げた地区）大津／磯崎両方の

漁獲比率検討を試みた。前者に於ける比率は㈹2口％～囲2ロ0％．後者に於いては川0．1％～川野と

在って居や．本魚種麓賢量接岸をした給架が理解できるであろう。この結果を生む原因として次の三要

因を検定材料として想定してみた。
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囲　昭和元年～昭和50年迄の経年変化曲線より判明するととく本県沖合に定常化して流布する鼎湖本

流分派の環流が．5月後半頃よ少者打合強勢のためユタ離岸的流入を見た事等により割合沖合まで一過

温帯の一形成され得る条件下にあった卜（55年度海況の特異性。）

佃（2－2．d．b）に於いて記述したととく．aなる海況状件は沿岸水塊の塩素量の鉛直分布のク

ィプ及び沿岸水塊の恕動方向の特異を促かし，これらの漁の豊区を醸成したものと思考する。

っまわ沿岸水の通過後，外洋水の18．9％。以上以下の水塊のいずれをとわず所謂外洋水の突込

がある場合と否との相異を決定付けるものと想定する。又水塊の移動変化のない場合と否と，就中一

移動変化軋或る限界内に於いてはよカ急激の方が正の方向への要因効果は大である。（参凰会瀬

定置の流向状況T．Sダイヤグラム）

以上a，b双方要素が地理的に見て．会瀬．平潟地区に大きく影響したものと信ずる。

（4）漁獲統計から感知し得るもの（ブリ）

本県に於ける1955年度からの永年慶漁況を見ると．漁獲変化はあっても5ヶ年移動平均値は年々

上昇曲線を辿っているにも不拘定置漁業のそれは．年々漸減傾向を見る○これ拍卜一応若年魚の増大と回

源経路の変遷を指摘したい。（一要因として，近時発展しつつある旋網漁業と小型船漁業の進出等或る

種の協力を思考し得るけれども）漁獲統計から感知し得るものよカして明治中頃から緩やかな傾向曲線

をもって増大して居れ年々の変動の方がむしろ大きい0

このことはことにブリ漁業の技術的要因による所が大であると思考する。つまりブリ漁業の大勢が明

治以後現在まで定置網で行われて居少，その技術的改善のみがその効果を上昇して居るものであろうが，

沖合漁業におけるような飛鍵的漁法の発展はなかった。（消極的漁法）そしてその漁獲高が漁群の真狩

状態そのものに左右され大きい年々の変動傾向を生むものと思考される○

極言するならば定置網が他の槙極的漁法（旋網優先）全面的に転換する根本的変化を一応想定しない

限り，ブリ定置漁業の推移は一喜一憂の状態で維持されていくものではないかと思われる。

4　（2－3）より演繹し得る予定

定置網漁況から沿岸漁況を済繹しての一試み

a）先達船の時期を得た探索と，無線網の高度利用化

昭和54年度に於ける海況条件下では回渉も集中的であるので，若干の探索で一挙多獲も期待し得る

が．昭和55年度に於けるごとき広範囲な泳潅層が想定される場合，努力数（内容の充実を含め）の増

加による，水面の高度利用に先行し先達船の飽ゆまない探索が必要とされる○

つまり集団操業の原則的発想に帰結するといっても過言ではないかと思考する。

b）最少限大洗正東観測値（過去50年経年変化曲線との対比よわ）本県沿岸海況の概要の－把握の手が

かわとなり得るものと思考する。又定期海洋廟削結果（毎月中旬一回実施のもの）を便用し．・これ

らの資料の高度利用により漁業の所謂経験主軸「辺倒工少の脱解の－ステップとなり得る事必定であるe

なお海況解明の域には未だ多くの未解決の問題点があるけれども一応示唆的傾向は充分把纏可能であ

一一一・一・亡



ろう。

供　資　資　料

1）　毎月各浜水棲月報（各定置を含む）

2）　指導船観測結果資料

5）　沿岸漁海況連絡資料
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ダム放水の漁業に及ぼす影響の調査（昭和55年度）

昭和55年度茨城県春網定置の漁海況
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